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恐れとは、強烈な言葉です。恐れの概念はほとんどすべての人

から反応を引き出します（議論されている恐れの種類にもより

ますが）。恐れのいくつかは非健康的で否定的な方法で私たち

の行動に影響を与えます。例えば、暗闇への恐れ、飛行の恐

れ、人への恐れなどです。しかし、非健康的ではない、いやむ

しろ、あなたの人生の成功の鍵となる 一つの恐れがあります。

この恐れは、私たち全てが自分の人生において培うべきもので

す。私が話しているのは、 主への恐れについてです。

しかし、「主への恐れ」というテーマは、みなさんが学びたい

と思うリストの上位にはないでしょう。 あなたは、「恐れは好

きじゃない。そのようなメッセージは聞きたくない。私への祝

福にはつながらない でしょう」と言うかもしれません。しか

し、あなたの立場をもう一度検討してみてください。イザヤ

33:6 に、その思いをくつがえす短い一文があります。「主を恐

れることが、その財宝である。」ここで示されているのは、主

を恐れることは、軽視されるようなものではないということで

す。それは、神がご自身の民に与えてくださる、神の財宝なの

です。

多くのクリスチャンが、主への恐れは、旧約聖書の律法から来

ていると考えているようです。私はこれまで、多くのクリスチ

ャンがまったく主を恐れる必要がなく、そんなものは時代遅れ

であるかのように行動 するのを見てきました。これはまったく

非聖書的であり、間違いです。主を恐れることについて、聖書

からいくつかの簡潔な事実を見ていきましょう。詩篇 19：9

は、「主への恐れはきよく、とこしえまでも 変わらない」と言

っています、主を恐れなくなる時は決して来ません。永遠に続

きます。箴言 23：17には、「ただ主をいつも恐れていよ」とあ

ります。ですから、主を恐れることは永遠で、四六時中という

こ とです。言い換えれば、あなたの人生で主を恐れなくてもい

い時は、ひと時もないということです。

多くの人は、主を恐れるという言葉に、とても否定的な見解を

持っています。そこで、主への恐れが どのようなものかを、よ

り十分に理解するために、主への恐れでないものを除外するこ

とから始めたいと思います。第一に、主を恐れることは、自然

に起こる恐れではないということです。あなたの乗っている車

が衝突しそうな時に経験するような恐れではありません。第二

に、主を恐れることは悪魔的な恐れではありません。それは恐

れの霊によってもたらされるものではありません。私は長年、

恐れの霊から解放される必要のある何百人という人のために働

いてきました。しかし、それは主への恐れではありません。

Ⅱテモテ 1：7でパウロは言っています。「神が私たちに与えて

くださったものは、おくびょうの霊で はなく…」そしてⅠヨハ

ネ 4：8でヨハネは、「愛には恐れがありません。全き愛は恐れ

を締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴っているからです」
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と言っています。刑罰への恐れは悪魔からのもので、クリスチ

ャンの人生にはありません。また、刑罰への恐れへの最善の治

療法は、真に主を恐れることで す。

主を恐れることは、人を恐れることでもありません。事実、主

を恐れることは、人への恐れから私たちを解放し、私たちが主

への尊敬と敬意を表すことを可能にしてくれます。

主を恐れるという表現に最適な語に、恐ろしいほど素晴らしい

という意味からとった、「畏敬」があり ます。権威、力、聖さ

に対する私たちの反応を表す表現です。

また、もう一つの言葉を私が用いるとしたら、「敬意」でしょ

う。敬意は、神の啓示への反応です。啓示なしに、敬意を表わ

すことができません。神がご自身を啓示される時、唯一ふさわ

しい応答は、敬意 であると私は思います。

それには従順が伴います。神への従順の態度は、主を恐れる生

き方の表れです。私たちが傲慢、横柄で、うぬぼれ、自負を抱

いているとき、主を恐れることはできません。そのようにふる

まっている人は主を恐れてはいないのです。

聖書に啓示されているもう一つの真理は、あなたが恐れるもの

があなたの神となりうるということで す。創世記 31章で、ヤ

コブは義父のラバンとの会話でこう言います。「あなたの私へ

の態度は正しくない。しかし、神はわたしを顧みてくださっ

た。」 次に、創世記 31：42でヤコブは言いました。

「もし、私の父の神、アブラハムの神、イサク

の恐れる方が、私についておられなかったな

ら、 あなたはきっと何も持たせずに私を去らせ

たことでしょう。」

ヤコブは神を、「アブラハムの神、イサクの恐れる方」と言っ

ています。言い換えれば、イサクが恐れていた方は、まことの

神であるということです。それがヤコブの神でした。そして、

創世記 31:53でヤコブは言いました。

「どうかアブラハムの神、ナホルの神──彼ら

の父祖の神──が、われわれの間をさばかれま

すように。」ヤコブも父イサクの恐れる方にか

けて誓った。」

イサクの恐れの対象は、自分の神でした。そのように、あなた

が恐れるものがあなたの神となるのです。もし、あなたが人の

意見を恐れているなら、それがあなたの神であるということで

す。あなたが貧 困を恐れているなら、それがあなたの神です。

病気を恐れているなら、それがあなたの神です。あなた が恐れ

ているもの、それがあなたにとって神となるのです。あなたは

主を恐れていますか。主はあなたの神でしょうか。

イエスの視点

主を恐れることを、イエスの視点から学ぶことは非常に有益で

す。イエスは、全生涯において父を喜ばせた、神ご自身の最愛

の子です。さらにイザヤは、イスラエルが待ち望んでいた油注

がれたメシヤとしてのイエスへの聖霊の油注ぎについて語って

います。イザヤ 11:1-2では、イエスに注がれた聖霊の七つの特

徴がリストアップされています。

「エッサイの根株から新芽が生え、 その根から

若枝が出て実を結ぶ。その上に主の霊がとどま

る。 それは知恵と悟りの霊、 思慮と力の霊、

主を恐れる、知識の霊である。」

これらの神の七つの霊のリストに、聖霊の七重の現れを見るこ

とができます。一つ目は、主の霊で、 神ご自身として語る霊で

す。使徒の働き13:2で聖霊が、「バルナバとサウロをわたしのた

めに聖別して、わたしが召した任務につかせなさい」と言われ

ました。聖霊は、ご自身を神として語られます。

リストは、知恵と悟りの霊、はかりごとと能力の霊、主を知る

知識と主を恐れる霊へと続きます。イエスをメシヤとして、ま

た神の愛する子として示す聖霊の、最後の現れのかたちが、主

への恐れであったことは非常に意義深いです。預言者イザヤ

は、イザヤ書 11：3でこのように言っています。

「この方は主を恐れることを喜び、その目の見

るところによってさばかず、その耳の聞くとこ

ろによって判決を下さず…」

そう、イエスは、七重の聖霊の油注ぎによって、メシヤとして

現われました。七つ目の最後の油注ぎは、主を恐れることでし

た。そして、その直後のことばは、「この方は主を恐れること

を喜び」です。

確かに、私たちはイエスより秀でることはできません。神の最

愛の子の特徴が主を恐れることであったなら、また、私たちの

メシヤであり、救い主であるその方が主を恐れることを喜びと

されたなら、私たちが主を恐れなくてもいいというようなこと

があり得るでしょうか。

主を恐れることを学ぶ

主への恐れに必要な条件を見ていきましょう。詩篇34：11で聖

霊が語っています。

「来なさい。子たちよ。私に聞きなさい。主を

恐れることを教えよう。」

主への恐れは、教えられる必要があります。そして、もし私た

ちが聖霊に耳を傾けるなら、聖霊は教えてくださいます。も
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し、私たちが耳を傾けないなら、教えてはくれません。聖霊は

続けて12-13節で主を恐れることを経験するために、どのよう

な人にならなければならないかを描いています。

「いのちを喜びとする人はだれか。 幸せを見よ

うと日数の多いことを愛する人は。あなたの舌

に悪口を言わせず 唇に欺きを語らせるな。」

主への恐れを受け取った人の最初のしるしは、口から出ること

ばに現れます。次の質問に向き合ってみてください。「私が語る

ことは、主を恐れていることを表わしているだろうか。それと

も、時に私は、傲慢、自己満足、心配性、いらいら症、短気で

あったり、あるいは、人から正されることをいやがっていない

か」と。これらは主への恐れを表わしてはいません。

私は、主を恐れることを選ばなければならない事実に、深く感

銘を受けています。箴言1章は、主を拒絶する人々について語

っており、それに対して神は恐ろしいことを言っています。時

に私たちは、いかに神が力強い方であるかを、よく分かってい

ません。私たちは神さまについて、決して難しいことや不快な

ことを言わない、天にいる親切な年配の紳士を思い浮かべま

す。その紳士はただ、私たちを抱きしめるだけです。それは神

ではありません。箴言1：25-29を読んでください。

「あなたがたはわたしのすべての忠告を無視

し、わたしの叱責を受け入れなかった。あなた

がたを恐怖が襲うとき、あざけろう。それで、

わたしも、あなたがたが災難に会うときに笑

い、恐怖があらしのようにあなたがたを襲うと

き、災難がつむじ風のようにあなたがたを襲う

とき、苦難と苦悩があなたがたの上に下ると

き、そのとき、彼らはわたしを呼ぶが、わたし

は答えない。わたしを捜し求めるが、彼らはわ

たしを見つけることができない。なぜなら、彼

らは知識を憎み、主を恐れることを選ばず…」

恐怖が襲うとき、神はあざけると言っています。呼んでも、神

は答えないと言っておられます。最後の一行は、その理由を明

らかにしています。神の民が知識を憎み、主を恐れることを選

ばなかったからです。もし、あなたが、主を恐れることを選ば

なかったら、神があなたの人生にご自身のさばきをしないでお

くことはないと言っています。箴言1：7に、こうあります。

「主を恐れることは知識の初めである。愚か者

は知恵と訓戒をさげすむ。」

もし、私たちが主を恐れることに対して軽蔑した態度をとるな

ら、私たちはただ、自分の愚かさを暴露するだけです。そして

箴言３：７は言っています。

「自分を知恵のある者と思うな。主を恐れて、

悪から離れよ。」

私たちは自分の知恵に信頼してはなりません。あなたが自信に

満ちあふれ、すべての答えを持っていると考えているなら、あ

なたは、主を恐れるための余地を持っていないことになりま

す。

もう一つ、「悪から離れよ」と言っています。悪とつながりなが

ら、かつ主を恐れることはできないのです。私たちが主を恐れ

ようとするなら、悪から離れなければなりません。悪と主への

恐れを混ぜ合わせることはできません。私たちは選択しなけれ

ばなりません。あなたは、どちらを選びますか。主を恐れるこ

と、それとも、悪とつながることでしょうか。
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“「人生の問題は心から湧
き出ます。神の律法があ
なたの心にあるとき、あ
なたは神の道を歩みま

す。」”
デ⁠レ⁠ク・プリンス
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